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マヤ二元論カバウィル
─マヤ民族文化における調和の思想と現代世界における意義─
実　松　克　義
1．本論の目的と構成
　筆者はこれまで四半世紀にわたりマヤ民族文化
の調査研究を行ってきた。この小論の目的はマヤ
民族の調和の思想である二元論、カバウィルに焦
点を合わせ、その内容をマヤ文化の中で具体的に
検証し、その本質を解明することである。初めに
カバウィルとは何かについて述べる。その意味及
び語源を歴史的に辿り、カバウィルの根本原理を
説明する。次いでカバウィルとは何かを理解す
るため、（1）マヤ神話、（2）マヤのカレンダー、
（3）マヤの十字架、（4）マヤ民族文化、（5）マヤ
の世界観に見られる様々なカバウィルの具体例を
挙げる。またより普遍的な人間存在におけるカバ
ウィルの考察を行う。以上を踏まえて、現代マヤ
民族におけるカバウィルの思想である「マヤの宇
宙観」とそこに見られる調和の思想に光を当て、
その本質を解明する。最後にこの独特な二元論の
思想を現代世界の中で再考察し、その意義につい
て考えてみたい。
2．カバウィルまたはマヤ二元論
　カバウィルとは何か。一言で言えば、異質な二
者の協力によって世界の創造、あるいは発展がな
されるということである。カバウィルはその原理
を表している。
　はじめにカバウィル（Kabawil）の語源とその
意味について述べておきたい。
　カバウィルはマヤ･キチェー神話『ポップ・ヴ
フ』ⅰ（1 参照）に登場する神々の中で最も古い神
の一人である。神話の冒頭でマヤ世界の創造が行
われる。この世界創造において最大の事業であっ
たのが、天空の創造である。この創造を指揮した
のは「天の心（Ukux Kaj）」であるが、その時に
天空に存在したのがカバウィルである。生涯にわ
たってカバウィルを研究したマヤ･キチェー哲学
者ビクトリアーノ・アルバレス・フアレスによれ
ば、カバウィルは「二つのヴィジョン」という
意味であるⅱ。キチェー語でKebは「2」という
意味であり、またWilは「ヴィジョン」という意
味である。カバウィル（Kabawil）はその合成語
であり、したがって素直に解釈すれば、「二つの
ヴィジョン」ということになる。
　カバウィルという表現は神話『ポップ・ヴフ』
を発見したフランシスコ・ヒメネスの対訳手稿、
巻頭の次の文章の中に表れる。
　; quehe cut xax qo vi ri cah qonaipuch vqux 
cah are vbi ri cabauil chu qha xic.ⅲ
　この中にare vbi ri cabauil（彼・名前は……と
言う・その・カバウィル）という箇所がある。こ
の文章は全体として意味が不明瞭であり、マヤ・
キチェー言語学者、アドリアン・イネス・チャベ
スは、テキストを修正した上で、こう訳している。
　「このようにして空は天上にあった。しかしそ
こには天の心がいた。その名前を「昼となく夜と
なく見る者（Doble Mirada）」と言う」ⅳ
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神に起源を持つと言われる。この神はパレンケ
ではGII神と呼ばれる神に相当するが、その別名
は生産と豊穣の神、ウネン・カウィール（Unen 
Kawil）である。カウィールはまた冥界シバル
バーⅵの入り口でフナプ兄弟を欺いた「木の人
形」（あるいは王位の錫杖）に由来するとも言わ
れる。するとカバウィルの語源はシバルバーにあ
ることになる。またキチェー文化の古い伝承によ
れば、かつて雌馬から創られたという「カブウェ
ル（Cabwel）」という魔物が存在した。この魔物
は地下の洞窟に住み、人間の生贄を要求したとい
う。この魔物がカバウィルの起源であるとも言わ
れる。ここにもまたシバルバーとの関連が見られ
る。この魔物はまたスペイン人による征服後、カ
トリックの守護聖人に置き換えられたとも言われ
る。これらを総合すると、古典期マヤのK神（す
なわちGII神、カウィール神）が後古典期におい
て、分化して、洞窟の魔物カバウィルとなり、さ
らにそれがカトリックの守護聖人となったことに
なる。
　以上の議論はマヤ文化におけるカバウィルの伝
統が、歴史的に複雑な経緯を持っていることを示
している。このことはこの神的存在がマヤにおい
てそれだけ重要であったことを意味するものであ
ろう。しかしここにおけるカバウィルの概念は、
基本的に、古典期マヤ、後古典期マヤ、あるいは
マヤ滅亡以降の変容、カトリックとの習合を表す
ものであると思われる。（そしてその一連の変化、
複雑化はまた、マヤ社会の精神的退行を表すもの
であろう。）『ポップ・ヴフ』の前半部分の起源は
明らかに先古典期にある。またそのストーリーは
明らかに二元論的原理によって貫かれている。し
たがってカバウィルはやはり、ビクトリアーノ・
アルバレスのように、「二つのヴィジョン」と理
解するのが正しいと考える。
3．マヤ神話におけるカバウィル
　カバウィルは、はじめに、神話『ポップ・ヴ
　チャベスの修正と訳はこの古代神話の解読に新
しい地平を切り開いたものだが、カバウィルを
「昼となく夜となく見る者（Doble Mirada）」と
意訳している。これはチャベスが敬虔なカトリッ
クで、二元論的なマヤ思想との相克に悩んだため
だと言われるが、無理のある解釈である。この一
文は明らかに「天の心」の二元論的性格を明示し
ている。ここで重要なのは「2」という数であり、
カバウィルは「二つのヴィジョン」を意味する。
したがって素直に「その名前をカバウィル（二つ
のヴィジョン）と言う」と訳すべきであろう。
　カバウィルの語源、起源に関しては議論もある。
ある説ⅴによれば、カバウィルは古典期マヤのK
1．マヤ･キチェー神話『ポップ・ヴフ』巻頭
（左がキチェー語、右がヒメネスの訳）
Himelblau, Jack. 1989. The Popol Vuh of the Quiche 
Maya of Guatemala: Text, Copyist, and Time Frame of 
Transcription. Hispania, 72（1）：97-122. P.118.
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フ』の中にみられる思想原理である。この神話
（前半部分）の中には多くの対になった存在が登
場する。以下に代表的なものをいくつか挙げてみ
よう。
テペウとククマッツ
　世界の始めにテペウ（Tepeu）とククマッツ
（Kukmatz）という原初の神々が存在した。ア
ドリアン・イネス・チャベスはテペウを「無限
の存在」、またククマッツを「隠された蛇」と訳
している。前者は宇宙の神（天空の神）、また
後者は大地の神（海の神）であるが、両者の結
合（結婚）によって世界は創造された。現代マ
ヤ文化ではこの両者は通常「父なる天空（Ajau 
Tepeu）」、「母なる大地（Chuch Kukmatz）」と
呼ばれ、世界創造の父と母として位置付けられ
ている。Tepeuは蛇、またKukmatzは翼の生え
た蛇（つまりナワトゥル語の「ケツァルコアト
ル（Quetzalcoatl）」のキチェー語訳）を意味す
る。マヤ文化においては、これらは雄の蛇、雌の
蛇としてみなされている。これは性的なカバウィ
ルである。
ツァコルとビトル
　カバウィルは常に性的な関係であるとは限らな
い。そのよい例がツァコル（Tzakol）とビトル
（Bitol）である。これらは世界創造の際に、その
大事業を実際に履行した神々である。通常、前者
は「建造者」、後者は「形成者」と訳される。こ
れはどういう意味か。一言で言えば、ツァコルの
仕事は世界を創造することであり、いっぽうビト
ルの役割は創造されたものの手直しをすることで
ある。これを建築に喩えれば、前者は新築専門で
あり、後者はリフォーム専門ということになる。
マヤ世界においては、この両者の協力関係によっ
て世界創造がなされた。これは実に興味深い考え
である。いわゆる世界創造における役割分担、分
業の存在であるが、それがあくまで異なった神々
として存在しているのは世界でも稀であると思わ
れる。またツァコルとビトルの仕事は遠い過去に
終了したわけではない。彼らは現在でもマヤ世界
において存在し、世界を維持、発展させ続けてい
る。
フン・フナプとヴクブ・フナプ
　マヤ民族の偉大な祖父母であるイシュピアコッ
ク（Ixpiakok）とイシュムカネ（Ixmukane）の
間に生まれた双子の兄弟である。フン・フナ
プ（Jun Junapú）とヴクブ・フナプ（Wukub 
Junapú）はマヤの知性、叡智を表すものであり、
マヤ文明の基盤はこの二人によって築かれた。不
運にも二人はシバルバーとの戦いに負け、生贄に
されるが、マヤ文明の精神は次世代のフナプとイ
シュバランケによって引き継がれ、完成すること
になる。フン・フナプはまたマヤ文明の「最初の
父」とも呼ばれ、マヤのトウモロコシの神でもあ
る。
フナプとイシュバランケ
　神話時代の終わりに登場する双子の英雄、フナ
プ（Junapú）とイシュバランケ（Ixbalamke）の
関係もまたカバウィルの原理を体現している。フ
ナプは男性（または兄）であり、イシュバランケ
は女性（または妹）である。この両者は互いに協
力しながら、暴君ヴクブ・カキッシュとその一族、
冥界シバルバーの大王を打ち負かし、マヤ文明を
建設する。
フン・カメーとヴクブ・カメー
　フン・カメー（Jun Kamé）、ヴクブ・カメー
（Wukub Kamé）は地下帝国シバルバーを支配す
る二人の大王である。彼らはアッハカメー一族
（Aj Kamé、死の一族）の最高指導者として恐怖
政治を実行し、シバルバーに君臨した。したがっ
て悪のカバウィルである。だが英雄フナプ、イ
シュバランケ兄妹との戦いに負け、最後には冥界
から抹殺される。
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シバルバーの 10 人の王、軍事指揮官
　シバルバーにはこの他にも大小様々の王、軍部
高官が存在したようである。神話に述べられて
いる 10 人の王、軍事指揮官はその代表であろう。
興味深いのは、これらの存在が二人一組となっ
て行動し、残虐行為を行うことである。シキ・
リパット、クチュマキックは血の病気をもたら
し、アハルプフ、アハル・カナは化膿させて感染
症を引きおこし、チャミー・バク、チャミー・ホ
ロムは人間の力を弱めて骨にし、アハルメス、ア
ハルトコブは人間を裏切り、騙し討ちにし、シッ
ク、パタンは路上の殺人を行う。これらも悪のカ
バウィルである。
　以上、神話『ポップ・ヴフ』に登場するカバ
ウィル的存在の例をいくつか挙げてみたが、この
神話にはこうしたカバウィル的原理が至るところ
にみられ、ある意味でこの神話そのものがマヤ的
二元論、カバウィルの思想を表現する目的で編纂
された聖典である。
4．マヤのカレンダーにおけるカバウィル
　カバウィルの原理はマヤのカレンダーの中にも
みられる。その代表が「マヤ神聖暦（Sol Ki’jま
たはTzolkin）」ⅶ（2 参照）の「20 ナワール（20 
Nahuales）」ⅷ（巻末付録参照）である。20 ナワー
ルは 20 キッヒとも呼ばれるが、キッヒ（K’ij）
とはキチェー語で「日」という意味である。ナ
ワールとは、キッヒの精神的側面を強調したもの
である。わかりやすく言えば、それぞれの日が
持っているスピリットのことである。これを「日
の神」あるいは「時間の神」と意訳してもよいで
あろう。古代マヤ人は 20 の異なったナワールが
世界を交代で維持・発展させていると考えた。（3
参照）これらの神々はすべて異なった特徴、性格、
可能性を持っている。マヤ神聖暦はそれを具現
化したものであり、20 ナワールｘ 13 サイクル＝
260 日周期の宗教カレンダーである。
　20 ナワールの数「20」はマヤ 20 進法、また人
2．マヤ神聖暦（2012 年、Publicado en
Uspantán,Guatemala）
3．マヤ神聖暦の仕組み（20 ナワールがエネル
ギー・レベルを変えながら進む）
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間の手足の指の合計に基づいているが、その根底
にあるのは世界の基本数として 2 が存在するとい
う考えである。例えば 20 の内部構成は 10 x 2＝
20 である。これは人間の手の指、あるいは足の
指の合計の倍数が 20 であることを意味する。ま
た右半身の手足の指、あるいは左半身の手足の指
の合計の倍数が 20 であることを意味する。
　そして同様の構成は 20 ナワールの組み合わせ、
内部構造においても存在する可能性がある。とい
うのもこの 20 ナワールは実際には二セットの 10
ナワールであった可能性があるからである。この
説ⅸによれば、例えば、一番目と十一番目、二番
目と十二番目、三番目と十三番目、四番目と十四
番、五番目と十五番目等々には意味上の共通点が
存在するという。これらはお互いに十離れたナ
ワールである。つまり複数の共通点を持つペアの
ナワールが、それぞれ十離れて配置されているこ
とになる。つまり 20 ナワールは実際にはペアに
なった 10 ナワールである。20 ナワールに何故こ
のような内部構造が存在するのかその理由は定か
ではないが、古代人マヤ人が、徹底して、2、あ
るいは対構造の存在にこだわったことだけは間違
いない。
　さらには 20 ナワールにはよいナワールも悪い
ナワールも存在しない。これらのナワールは全体
として意味を持つものであり、相互に分割不可能
な存在である。またそれぞれのナワールには必ず
肯定的な要素と否定的な要素とが存在する。以下
に、二つのナワールを選んで、これらの日に生ま
れた人間の基本的性格を記してみよう。
アハマック：
肯定的性格：勉強熱心、知的、記憶力がよい、尊
敬される、忍耐を知っている、幻視者、慎重、分
析的、頑固。愛において幸運である。
否定的性格：失敗で落ち込みやすい、獰猛、嘘つ
き、不貞、怒る、家庭問題がありうる。
カン：
肯定的性格：知者、誠実な、知的、リーダー、直
観的。
否定的性格：怒りやすい、恨まれる、日和見主義
者、また裏切り者になりうる。
　20 ナワールはある意味で人間世界の曼荼羅と
でも言うべき存在である。そこには人間に関する
ありとあらゆる事柄が網羅され、分類されて表現
されている。それはあたかも人間の長所と欠点、
善と悪、肯定的エネルギーと否定的エネルギーを
一覧する百科全書でもあるかのごとくである。
5．マヤの十字架におけるカバウィル
　次にマヤの十字架ⅹにおけるカバウィルをみて
みよう。マヤの十字架はマヤ文化の世界観を空間
として表象したものである。マヤの十字架では縦、
横の二本の直線が直角に交差している。ここには
マヤ二元論カバウィルが視覚的に具現化されてい
る。
　基本方位として表現されたマヤの十字架は（4）
のような意味及び色を持っている。
　また世界の四大要素としての十字架は（5）
のようになる。これは現代マヤのシャーマン
（「アッハキッヒⅺ」と呼ばれる）の祈りのことば
でもある。すなわち「天の心、地の心、空気の心、
水の心」である。
　マヤの十字架はまた 20 ナワールを要素として
も構成される。すなわち人間の運命のアディビ
ナシオン（Adivinación）における十字架である。
（アディビナシオンとは神託、予言、占いという
意味である。）たとえば最初のナワールである
バッツを中心とした十字架は（6）のようになる。
　この十字架において、アカバルはバッツから 8
個前のナワールであり、カウークは 8 個先のナ
ワールである。またカンは 14 個先の、ノッホは
14 個前のナワールである。この意味は次の通り
である。バッツの日に生まれた者は（象徴的な意
味で）アカバルの日に受胎された。またその未
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来はカウークによって支配される。（これらのナ
ワールの基本的意味に関しては巻末付録を参照さ
れたい。）これらの三つが中心となるナワールで
あるが、そのほかに二つの補助スピリットが存在
する。右側のカンは追加のエネルギーを意味し、
内なる火、大きな治癒力を意味する。左側のノッ
ホは知性を意味し、人生がスピリチュアルなもの
であることを意味する。ここに存在するカバウィ
ルはバッツ─アカバル、バッツ─カウーク、バッ
ツ─カン、バッツ─ノッホ、という対比関係であ
る。
　いずれにしても以上の様々な十字架にみられる
のは明確な対構造、対照関係であり、そこにはカ
バウィルの原理が存在する。
6．マヤ民族文化におけるカバウィル
　カバウィルの原理は、マヤの神話、カレンダー、
十字架だけではなく、現代マヤ民族文化そのもの
の中にも色濃く残されている。そのいくつかを以
下に述べてみよう。
　はじめにアディビナシオンにおけるカバウィル
について述べる。マヤのアッハキッヒ（シャーマ
ン）はツイッテⅻの実、あるいはトウモロコシの
粒を使って様々なアディビナシオンを行う。その
時これらを必ず二つずつペアにして並べる。不思
議に思った筆者はマヤ文化を知り始めた頃、ある
アッハキッヒに、「何故二つなのか」と質問をし
たことがある。アッハキッヒの答えは、「2 は 1
よりも強い。2 は完全数である。だから 2 でなけ
ればならない」というものであった。その後筆者
はこの「2」の本来の意味を知ることになる。マ
ヤ文化において、「2」という数は、それ自体が、
マヤにおける最も重要な神的存在、天の心と地の
心、テペウとククマッツ、ツァコルとビトル、フ
ン・フナプとヴブブ・フナプ、またフナプとイ
4．マヤの十字架（1）
カウーク（+8）
アカバル（−8）
↑
↓
カン（+14）バッツノッホ（−14） ← →
6．マヤの十字架（3）
5．マヤの十字架（2）
地の心（Ukux Uleu）
天の心（Ukux Kaj）
水の心（Ukux Ja）空気の心（Ukux Ik） ＋
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シュバランケを象徴しているのである。つまり 2、
一組のペアは神々のカバウィルなのである。マヤ
文化において「2」は特別な数である。何故なら
そこにマヤ文化の本質とも言えるスピリットとそ
の親和力が宿っているからである。したがってカ
バウィルはまず数の次元で存在していることにな
る。
　次にマヤ伝統文化に見られる、より本格的なカ
バウィルの例を挙げてみよう。
　最初はマヤ文化の継承における教育的カバウィ
ルの例である。グアテマラ、マヤ･キチェー地方
のモモステナンゴ文化には「赤い糸の儀式（7 参
照）」xiiiと呼ばれる伝統がある。新年に行われるこ
の儀式において、祖父母（または父母）は、9 本
の赤い糸の端を自分たちの左手に結び、もう一方
の端を子供たちの右足に結ぶ。この場合、組み合
わせは、祖父（または父）→女の子、祖母（また
は母）→男の子、となる。また左手→右足とな
る。つまり交差するのである。9 本の糸は女性の
妊娠期間を象徴し、左手から右足への交差は、マ
ム（マヤの年の神）の交代、社会権力、権威の交
代、世代交代を象徴している。赤い糸は、創造者
たちの生命、力、エネルギーを象徴している。20
日後、今度は糸の端が祖父母（または父母）の右
手に結ばれ、もう一方の端は子供たちの左足に結
ばれる。つまり今度は右手→左足と交差する。こ
の興味深い儀式の目的はマヤ文化の本質であるカ
バウィルの原理を世代から世代へと伝えることで
ある。
　次には夢文化におけるカバウィルが存在する。
マヤ文化において夢は極めて重要な役割を持って
いる。夢はアディビナシオンの重要な方法であり、
実際に多くのアッハキッヒは夢によって隠された
真実を知る。モモステナンゴ文化においては、夢
は人間の魂を共鳴させる力を持つものである。し
たがって夫婦間、恋人同士の絆は、お互いを夢見
ることによってより強いものになる。これを「夢
の交換」と言う。人間存在における夢の重要性が
際立っているのがチョルティ族の文化である。こ
こでは夢は未知の危険を知らせる兆候であり、予
知的な機能を持つ。この文化においてはまた、夢
の神アーワイニッシュxivが存在する。この特異な
神は両性具有神（アンドロジャイノス）であり、
その男性部分が夢を女性に、また女性部分が夢を
男性に分配するという。この神はまた死の神チャ
メール（カメー）と結び付いていて、人々から恐
れられている存在である。いずれにしても、アー
ワイニッシュは夢におけるカバウィルのよい例で
ある。
　最後に人間の魂の概念におけるカバウィルに触
れよう。メキシコ、チアパス地方のマヤ・ツォ
ツィル族の文化においては、この世に生を受け
た人間は異なる二種類のスピリットを持ってい
る。チューレルxvとワイヘル（チャヌル、ナワー
ルとも言う）である。チューレルは 13 個の部分
から成るスピリットであるが、人間生命の魂とで
も呼べる重要な存在である。チューレルは人間の
血の中に住むが、死とともに肉体を離れ、カティ
バックと呼ばれる冥界に行き、新たな生命の予備
軍となる。一方のワイヘルは人間の中に住む、特
定の動物のスピリットの片割れであり、宿主であ
7．赤い糸の儀式
Ri Mam. 1995. Momostenango, Guatemala: Kajib’ 
No’j.の表紙
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る人間に大きな影響を与える。同様の対になった
スピリットはキチェー族の文化にもみられる。キ
チェー地域の文化にはチャヘネルとハラハマック
という対のスピリットが存在する。チャヘネルは
身体の前半分に宿る。このスピリットは人間の持
つ霊魂とでもいう存在であるが、眠りの間に─つ
まり夢として─身体を離脱することができる。そ
して死とともに肉体を去り、民族の魂が宿る場所
に行き、そこに永久に留まる。一方のハラハマッ
クは身体の後半分に宿る。このスピリットは個人
の守護者であるが、たえず身体に留まり、個人の
死とともに死ぬ。
　これらはすべて人間精神のありかたに関する二
元論であり、世界中の文化に存在するが、マヤに
おいては特に顕著である。では何故二種類のスピ
リットが必要なのか。人間精神がこれらの異質な
スピリットの協働関係なしには存立できないから
である。つまり人間とは魂のカバウィルなのであ
る。
7．マヤの世界観におけるカバウィル
　以上でみるように、マヤ文化の伝統はカバウィ
ルの思想で満ちているが、今度はより総合的な視
点からこの思想を考察してみよう。
　はじめにカバウィルはマヤにおける世界創造の
象徴的存在である。マヤの世界創造は三つの光
の交差によって行われた。xvi（8 参照）キャクル
ハ・フン・ラカン、チップ・キャクルハ、そして
ルッシュ・キャクルハである。これらはそれぞれ
天空、水、そして太陽を象徴している。またこれ
は空の創造、つまり三次元世界の出現を意味する
が、現代風に言い換えれば、マヤ宇宙論におけ
る「ビッグバン」概念であるとも言える。そして
あたかもその瞬間を待っていたかのごとく出現し
たのが空の神カバウィルである。したがってカバ
ウィルは世界創造の象徴であり、その後のマヤの
歴史が二元論的展開であることを予告するもので
ある。
　このビッグバンによって銀河の中心、オリオン
座の位置に宇宙的十字架が誕生した。しかしその
元々の起源は地上にあり、生命の樹（世界樹）と
呼ばれたものである。しかしこの地上の樹はマヤ
天文学の発達とともに、つまりマヤ文化の飛躍的
進歩とともに天空へと持ち上げられ、マヤの宇宙
を象徴する存在となった。天空におけるこの宇宙
樹から時間が生まれ、その時間によって世界も、
また生命も創造される。古代マヤ人がこうした結
論に達した時、マヤの世界観が誕生したと言って
もよい。そしてその表象がマヤのカレンダーであ
り、その基幹を成す、20 ナワールである。
　別な視点からみると、マヤ世界を創造したの
は天空の神、アハウ・テペウと大地母神、チュ
チュ・ククマッツである。この両者の愛（結合）
によって世界が創造された。これらの神は言うま
でもなくカバウィルの関係にあるが、その正体は、
突き詰めれば、前者は精神を象徴し、また後者は
物質を象徴している。これは何を意味しているの
か。マヤ二元論カバウィルの究極の原理である。
8．世界創造の十字架
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世界は精神と物質の結び付きによって創造される。
また両者の分離によって破壊される。
　このことはまたマヤの死生観によっても確かめ
ることができる。マヤの死生観によれば、生命
（生命の誕生）とは精神と物質の結合である。ま
た死とはその分離である。精神と物質が結合した
ものが生命であり、分離された状態が死である。
ではその後はどうなるのか。死んだ後物質は大地
に帰り、生命の苗床としての滋養分となる。いっ
ぽう精神はエネルギーとして時間の中に留まる。
そして、正しい契機があれば、両者は再び結合し、
新たな生命を生み出すのである。したがって精神
と物質はカバウィルの関係にあることになる。
　カバウィルはまたマヤの文化的発展、維持にお
いても存在する。創造されたマヤ世界はいかにし
て進歩したのか。『ポップ・ヴフ』にみられる概
念をたどると、進歩はナワール（Nahual）とプ
ス（Pus）の協力によって引き起こされたと思わ
れる。前者は叡智、あるいは根源的エネルギーを
意味する。他方プスとはキチェー語で「分けるこ
と」を意味する。つまり分割し、複雑化すること
である。世界、とりわけ生命は、物質世界の無限
の複雑化の結果であるが、これはナワールがその
叡智によってデザインし、出現を導いた創造物で
あるとも言える。そしてその背後にはマヤの最高
神、アハウ・テペウの存在がある。進化したマヤ
世界にやがて人間の文化が現われる。この文化は
いかにして継続されるのか。ピソム・カカルとカ
ニールによってである。xvii ピソム・カカルは文
化の精神的継続を象徴している。またカニールは
文化の物質的継続を象徴している。現代風の表現
に直せば、前者は文化遺伝子、後者は生物学遺伝
子とでもいうことになろう。
　現代マヤ文化においてカバウィルの関係を最も
よく象徴しているのは、マヤの十字架とマヤ神聖
暦であろう。アッハキッヒはマヤの儀式の中で小
さな十字架の祭壇を作り、それを燃やす。その目
的はマヤ世界の刷新であるが、その時天の心と地
の心、アハウ・テペウとチュチュ・ククマッツ、
そして 20 ナワールに祈る。この象徴的行為にお
いて、マヤの十字架は物質としてのマヤ世界を表
し、また燃える火はマヤ神聖暦のスピリットを表
している。すなわち前者は空間であり、後者は時
間である。言い換えれば、マヤの十字架はクク
マッツを、またマヤ神聖暦はテペウを象徴してい
ることになる。したがってマヤ神聖暦とマヤの十
字架はカバウィルの思想がマヤ文化の二大要素と
して結晶したものである。
8．人間存在とカバウィル
　古代マヤ人は何故カバウィルの思想を生み出し
たのか。またこの思想は、マヤ世界を超えて、人
間の存在においていかなる普遍性を持っているの
か。以上の各節で、マヤの歴史と文化にみられる
カバウィルについて説明を加えたが、今度はより
視野を広げて、人間の存在とカバウィルの関係に
ついて考察してみよう。
　カバウィルはマヤ的な二元論である。それは異
質な二者の相補的関係、協力的関係、協働を意味
している。だがこれはいったい何を意味している
のか。
　ここから先は筆者の推論であるが、マヤ人がカ
バウィルの思想に到達したのは、まず、カバウィ
ル的関係が人間存在の基本条件であったからだと
思われる。マヤ人は 20 進法を考案した。また 20
ナワールの思想を生み出した。すでに述べたよう
にこの 20 は人間の身体的特徴、手足の指の合計
が 20 であることに起因する。これと同様に、カ
バウィルの思想もまた人間の身体の働きの顕著な
特徴に基づいていた可能性がある。
　人間は二本の手を持ち、また二本の足を持って
いる。また二個の目、耳、その他を持っている。
人間の身体はシンメトリカル（左右対称）にデザ
インされている。しかもこのシンメトリーはただ
単に美学的な飾りではない。一致協力して特定の
機能を果たすのである。例えば、人間は二本の手
で作業を行い、二本の足で歩き、また走り、また
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二個の目で見、二個の耳で聴く、というように。
そしてこれらのペアの器官は左右の役割が微妙に
異なっているのだ。目的によってどちらかが優勢
になり、他方はそれを補完する。この身体的特徴
は目に見えない内臓においても存在する。肺や腎
臓など多くの臓器が対になって存在する。極めつ
けの身体的カバウィルの例は脳であろう。周知の
ように人間は機能が異なる二つの脳、言語脳と音
楽脳、を持ち、脳梁を通して協働している。さら
にはまた神経システムにおいても、例えば末梢神
経系には、体性神経系（随意）、自律神経系（不
随意）の二種類が存在する。古代マヤ人がこれら
の身体器官とその機能に関してどこまでの知識を
持っていたのかは不明である。しかし彼らが優れ
た自然の観察者であったことを考えると、人体の
持つこうした対構造、相補的協動の原理を基本的
な意味で理解していたと思われる。何故ならカバ
ウィルは、その出発点として、彼らの人体の働き
の理解に基づいていると思われるからである。
　カバウィル的傾向は別に人体だけに限らない。
人間の生と死、行動、心理、人間関係、さらには
また文化と社会においても存在する。中でも最も
顕著なのはやはり生と死であろう。この世に生ま
れた人間は、時期が来るとやがて死ぬ。人間の生
は死の認識によって有意味となる。同様に死もま
た生によって有意味となる。つまり両者はカバ
ウィルの関係にある。人間の文化はその相互作用
の結果である。いっぽう人間の生を動かしている
最大の力は「性」の原理である。また性に基づい
た親和力である「愛」である。セックス、恋愛関
係、夫婦愛、また家族愛、親子の愛等はその代表
的なカバウィルであろう。だがカバウィルは別に
性的なものに限られてはいない。師弟関係、友情、
パートナーシップ等の人間関係においてもやはり
存在する。また文化的・社会的次元においては、
無数のカバウィルをみつけることができる。善と
悪、苦と楽、幸福と不幸、仕事と遊び、勝ちと負
け、戦争と平和、健康と病気、裕福と貧乏、聖と
俗、叡智と暗愚、等である。こうした対概念を眺
めていると、人間が文化と社会を構築した基本構
造がカバウィルであるようにも思う。
　カバウィルはまた自然現象の中にも存在する。
人間の住む世界から見ると、上には天空があり、
下には大地がある。あるいは天界があり、冥界が
ある。一日には昼があり、また夜がある。太陽が
昇る方向があり、また沈む方向がある。また暑い
季節があり、寒い季節がある。雨季があり、乾季
がある。
　こうしたものは言語の語彙としても存在する。
何故なら言語とは人間が創り上げた世界の表象の
体系であるからだ。すべての言語の語彙にみる対
概念、対照概念、二元論的性格は疑うことが出来
ないものである。同様のことはまた、文化の規範、
慣習、法、宗教等としても存在する。
　以上で理解されるように、カバウィルは人間存
在の根本において存在している原理であるという
ことが出来よう。古代マヤ人はおそらくこうした
人間とそれを取り巻く自然の中からカバウィルの
思想を構築したと思われる。
9．マヤ民族と調和の希求
　現代マヤ民族文化には一つの顕著な傾向が存在
する。それはこの文化の持つ理想主義的傾向であ
る。そしてその理想主義を表す一つのキーワード
が「調和」である。グアテマラ・マヤのアッハ
キッヒは数多くの儀式を行うが、必ず儀式の中で
調和を祈念する。調和の祈念だけの儀式もある。
調和の実現をグアテマラ・マヤの二大神、アハ
ウ・テペウ、チュチュ・クックマッツに祈る。ま
た時間の神々、20 ナワールに祈る。それも個人
や家庭、社会、国家の調和の実現だけではなく、
自然界の調和、人間と大地の調和、宇宙の調和、
はては人間と動物、人間と植物の調和の実現すら
祈るのである。筆者は、マヤ文化を知り始めた頃
は、こうしたマヤ人の言う調和の意味がよくわか
らなかった。理念としての調和は理解しても、彼
らが何故それほどこの理念にこだわるのかが理解
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できなかった。さらに言ってしまえば、調和とい
うものが、あまりにも安易な標語、見え透いた嘘
のように思えたのである。筆者がそう思ったのは、
自分の人生体験、そして歴史的事実から来る正直
な感想であったが、実際には筆者の無知と思い上
がりにすぎなかった。平和で何の危険もない社会
に住み、調和という言葉に飽き飽きしている一人
の日本人の感想にすぎなかった。マヤ人が「調
和」と言う時、彼らはそれを本気で意味している。
そう思うようになったのはマヤ人とマヤ文化をよ
りよく知るようになってからである。
　マヤ人にとって調和は極めて重要な社会理念で
ある。その理由はただ一つである。調和の実現が
マヤ民族の全歴史を通して最も切実な課題であっ
たからである。その背後には血塗られた古代マヤ
の歴史が存在する。マヤ神話『ポップ・ヴフ』が
雄弁に物語るように、古代マヤ文明はマヤ原始社
会の独裁者ヴクブ・カキッシュxviii、暗黒帝国シ
バルバーとの長い闘いの結果成立したものである。
マヤ民族はその時知性と人間性による開明的な文
化を構築した。しかしその後の歴史は平坦ではな
く、幾多の困難に直面し、最後には古典期マヤの
崩壊という大破局（カタストロフィー）を経験す
る。そして最後に訪れたのがスペイン人による征
服である。マヤ民族はこれらの危機を不死鳥のよ
うに乗り越えて現代まで存続しているが、その歩
みは試練そのものであった。そしてその試練は
二十世紀後半に入ってからも続くのである。
　ここで少しグアテマラの悲惨な現代史に触れて
みよう。xix 1954 年にハコボ・アルベンス・グス
マンxx大統領による民主的政権がCIAによる軍事
クーデターにより転覆し、アルベンスは失脚す
る。その後カルロス・カスティージョ・アルマス
が大統領になり、以後 35 年以上にわたる軍事政
権の時代が始まる。この時代はシバルバーの精
神が現代に復活した暗黒時代であった。1961 年
に、ゲリラ組織である武装反乱軍（FAR）が発
足し、本格的な内戦が始まる。これはアメリカと
ソ連の代理戦争でもあった。アメリカの支援を受
けた政府は反乱軍だけではなく、その協力者、心
情的協力者を容赦なく捕えて殺害した。グアテマ
ラの人口の大半はマヤ人である。したがってこれ
は事実上のマヤ民族の根絶やし作戦であった。こ
の恐怖政治の犠牲になったマヤ人は 20 万人以上
に上ると言われる。軍事政府はマヤ民族の知識
人、リーダー、教師、ジャーナリスト等を初めと
して、多くのマヤ人を誘拐し、拷問して殺害して、
その遺体をひそかに埋葬した。その中心となった
のが、特殊部隊カイビルxxiである。多くの人々の
遺体は現在でも所在不明のままである。時にはマ
ヤの村全体が焼き払われ、その住民が無差別に虐
殺された。またそうしたマヤ人を保護しようとす
るカトリックの神父までもが殺害された。よう
やく 1996 年になって、グアテマラ政府とグアテ
マラ民族革命連合（URNG）との間で「和平合意
（Acuerdo de Paz）」が成立し、長い内戦は一応
の終結をみた。しかしこの間にマヤ民族が蒙った
人的被害、また文化的損失は計り知れないもので
あった。
　したがって現代のマヤ人が「調和」について語
る時、我々ははじめにこの悲劇の重さを理解しな
ければならない。ちょうど第二次世界大戦の悲惨
を体験した日本人にとって、戦後において「平
和」という言葉がキーワードとなったように、現
代マヤ民族にとっても「調和」はかけがえのない
言葉なのである。調和の希求は数千年にわたるマ
ヤの歴史を貫くキーワードである。
10．調和の思想とカバウィル
　マヤの調和の思想の理論的根拠とは何か。マヤ
二元論カバウィルである。言い換えれば、カバ
ウィルの結果として調和が実現される。何故そう
なるのか。カバウィルが異質な二者の必然的、協
力的、生産的な関係であるからである。すなわち
調和的な関係であるからである。いかなる優れた
能力、力、エネルギーも実践における調和なくし
ては創造的な結果を生むことはない。したがって
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調和はマヤ二元論に内在する属性なのである。だ
がこれは具体的にどのような意味を持っているの
か。それについてより踏み込んで考察してみたい。
　ナワールは現代グアテマラ・マヤ文化において
神のような存在であるが、アッハキッヒと話すと、
誰しもが口をそろえて、ナワールはエネルギーで
あると言う。アッハキッヒはそのエネルギーを使
用して様々な仕事をするのである。だがこのエネ
ルギーには二種類あり、肯定的エネルギーと否定
的エネルギーが存在する。そして最も重要なこと
はそのバランスをとることであると言う。これは
どういう意味なのか。一言でいえば、肯定的エネ
ルギーと否定的エネルギーがカバウィルの関係に
あるということである。わかりやすく、人間を例
にとってみよう。マヤ的な理解では、人間は生ま
れつき肯定的エネルギーと否定的エネルギーを同
時に保有している。人間の生命としての活動は両
者の協働作業なのである。だがこの協働がたえず
うまく行くとはかぎらない。時おり肯定的エネル
ギーが否定的エネルギーを上回ることがある。そ
の時人間は生命力の横溢をみるが、同時にその力
を制御することが出来ない。そのための過剰から
来る病気があり、また他者への理解、倫理を忘れ
た人間となる。反対に往々にして否定的エネル
ギーが勝る時がある。すると今度は生命力が減退
し、その弱さ、欠落から様々な支障をきたす。多
くの病気はこの負のエネルギーに起因するもので
あり、否定から来る悩み、ストレス、障害、また
精神の崩壊も同じ原因である。そこで、人間とし
て生きてゆく上で、これらのエネルギーの間でバ
ランスをとることが重要になる。マヤ人が調和の
重要性を説くのは、その背景に、こうした人間存
在の理解があるからである。したがってマヤ人
の言う「調和」とは、ただ単なる「調和（ハー
モニー）」と言うよりは、むしろ「均衡（バラン
ス）」という意味に理解すべきであろう。xxii
　以上は人間の例であるが、現代マヤ文化におけ
る調和、あるいは均衡の原理は、人間の世界に限
らず、世界のすべての領域に適用される。一般に
五つの調和が課題として存在すると言われる。す
なわち
　　（1）個人における調和
　　（2）家族における調和
　　（3）社会における調和
　　（4）自然における調和
　　（5）宇宙における調和
　説明を要しないと思うが、マヤ人はこれらが実
現された時真の調和ある世界が実現すると考えて
いる。人間世界における調和の実現は当然の発想
であるが、それだけでなく、自然、そして宇宙に
まで視野が拡げられているところに彼らの調和概
念の特徴がある。したがってアッハキッヒが人間
だけではなく、動物や植物の調和をも祈るのは必
然的な結果である。彼らは遠い古代において、自
然における存在のすべてが循環と均衡の原理に
よって成り立っていることを知った。またそれが
最高神、アハウ・テペウ、チュチュ・ククマッツ
の意思であることを悟った。人間の住む大地、自
然、地球、そして無限の宇宙は生きている存在で
あり、バランスをとりつつ変化する以外には存続
することが不可能なのである。
11．マヤの宇宙観
　以上、マヤ民族文化における調和の重要性を理
解した後で、再度カバウィルの思想を考察してみ
よう。マヤ二元論カバウィルとはいったい何なの
か。根本的にどういう思想なのか。それは一種の
弁証法なのか。
　カバウィルはある意味で西欧哲学の弁証
法 xxiiiに似ているとも言える。ドイツの哲学者
G.W.F.ヘーゲルが提言したこの哲学思想は、正、
反、合という思想の発展を述べたものである。全
てのテーゼ（命題＝正）はその中に必然的な矛盾
をはらみ、矛盾はやがてアンチテーゼ（反対命
題＝反）となって両者の間に対立関係が生まれ
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る。しかしそこで留まるのではなく、やがてその
矛盾は克服され、そこからより高いジンテーゼ
（統合命題＝合）が生まれる。この過程で起きる
画期的な進歩、それが止揚（Aufheben）である。
Aufhebenには二つの意味があり、一つは棄てる
こと、もう一つは高めることである。
　ここで言う「止揚」とは、マヤ的な発想から
すると、「創造」ということであろう。あるいは
「刷新」ということであろう。その意味ではカバ
ウィルは西欧的な弁証法に似ている。だが決定的
に異なる点もある。それは西欧の弁証法が異質な
ものの対立と闘争を辞さない関係であるのに対し、
マヤの二元論カバウィルはあくまで両者の調和的
な結び付きを前提としているのである。そこに存
在するのはあくまで相補性に根差した協力的な関
係であり、だからこそ協力する二者は異質な存在
である必要があるのである。そしてこの関係が目
指す究極の目的は世界の調和ということである。
　したがって、あくまで西欧的「弁証法」にこだ
わった表現をすれば、カバウィルは「調和の弁証
法」とでも呼ぶべき二元論である。
　カバウィルの思想は現代マヤ文化においては、
一般に、マヤの宇宙観（La Cosmovisión Maya）
と呼ばれる。xxivこの場合、「宇宙観」とは、実際
には、「世界観」、「文化」という程の意味である。
おそらくマヤ人の宇宙についての情熱と知識から
こうした用語が定着したものであろう。ただし現
代マヤ世界における「マヤの宇宙観」は、宇宙と
自然における人間の調和と共生を目指した、非常
にスピリチュアルな傾向を持つものである。だが
それはニューエイジ的な抽象的なものではなく、
生活に直結した極めて具体的な指針である。はっ
きり言えば「よく生きる（Uztilaj K’aslemal）」
ための叡智を語ったものである。この叡智は、肉
声として、現代マヤ人の社会生活、精神生活の中
にも見出される。例えば、祖父、祖母は小さな子
供たちにこう教える。xxv
　　トウモロコシを収穫しなさい。
　　若葉を燃やしてならない。
　　昆虫を殺してはならない。
　　頭を覆いなさい。
　マヤの宇宙観の内容とは何か。何をすべきなの
か。
　筆者が出会ったサンティアゴ・アティトラン
のアッハキッヒ、ニコラス・ツィナー・レアン
ダxxviはこう答えた。
　マヤの宇宙観は、平和、尊敬、教育、母なる
大地、母なる自然（太陽、月、星、空気、川等）、
男性、女性、聖なる食べ物を共有すること、種蒔
きの祈願、豊作の祈願、非暴力、嘘をつかない、
化学物質を使わない、マヤの祈り、等を意味しま
す。
　マヤの宇宙観が抽象的な理想ではなく、人間の
社会生活と密接に結び付いた課題と実践であるこ
とがわかる。そこには紛れもない自然への尊敬と
畏怖が感じられる。その背後にあるのはマヤ宗教
の最高神アハウ・テペウの意思なのである。
　しかしマヤの宇宙観は同時にまた純朴な理想主
義でもない。ましてや宇宙と生命の讃歌ではさら
さらない。それは現代マヤ民族の複雑な社会的経
緯と苦難を物語るあまりに人間的な苦悩の意思表
示でもある。マヤ･キチェーの桂冠詩人、ウンベ
ルト・アカバル xxvii の一連の詩はそのことを雄弁
に歌っている。現代グアテマラにおいてマヤ人で
あることは何を意味するのか。彼はキチェー語を
話す生粋のマヤ人であるが、同時にまたスペイン
語を話すグアテマラ人、そして何よりも一人の人
間である。しかし詩人として世に出る決心をし、
世界市民を目指したウンベルトを待っていたもの
は厳しい現実と自らのルーツを確かめる新しい発
見であった。彼は現代に生きるマヤ人としてマヤ
民族の悲劇をつぶさに見た。この苦く苛烈な体験
は彼を詩人として依って立つ精神の原風景に導く
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ことになったと思われる。彼が詩作において表現
しようとしたもの、それは現代マヤを通して見た
古代人の宗教的衝動の再創造であった。
　　そして誰も我々を理解しないxxviii
　　我々の血の炎は燃える
　　消せない
　　何世紀もの風雪にもかかわらず
　　沈黙した息詰まるような歌
　　魂の悲惨
　　追い詰められた悲しみ
　　ああ、私は泣き叫びたい！
　　……
ウンベルト・アカバル『滝の守人』より
　マヤの宇宙観はマヤ人の社会理念と経験が反映
された民族の知恵である。xxix それはマヤ文明の
創成期において成立し、その後歴史的変容を重ね
ながら現在に至っている。初期マヤの宇宙観がど
のようなものであったのかは不明である。だが神
話の物語を読む限り、その本質は現在と同じで
あったと思われる。そしてその内容から理解でき
るのは、マヤ文明の歴史が太古の時代から苦難に
富むものであり、現代マヤ文化はその栄光と悲惨、
天国と地獄の歴史体験を経たものであることであ
る。言い換えれば、それは古代マヤ人が歴史から
学んだ理想社会の理念であり、現代マヤ民族にそ
の存在理由と希望の未来を与え続けている思想で
ある。
12．現代世界とカバウィル
　最後に現代世界におけるカバウィルの意義につ
いて考察したい。この概念は、マヤ文化を超えて、
現代世界においても意味のある概念なのか。意味
のある概念であると考える。研究休暇でグアテマ
ラに滞在していた 1998 年 11 月、筆者はケツァル
テナンゴで開かれたマヤの民間団体が主催するマ
ヤ文化の連続フォーラム xxx に参加した。テーマ
は環境問題であり、筆者は集まった人々を前に日
本の環境問題の話をした。しかし聴衆の質問は環
境問題などではなく、1945 年に広島と長崎に落
とされた原爆に集中した。不意を突かれた筆者は
言葉に窮し、満足な返答ができなかったのを覚え
ている。
　原爆は現代世界の顕著な特徴、科学と技術の進
歩を象徴している。それは疑いもなく人間の知性
と努力の結晶である。だがそれは人間性の勝利で
はない。敗北である。何故ならそれはカバウィル
の破壊であるからである。マヤ人は古代から優れ
た科学者であり技術者であった。だがその結果同
時にまた破壊と滅亡、歴史の悲劇を何度となく経
験しなければならなかった。日本人である筆者に
対するマヤ人の質問は、そうした彼らの歴史と問
題意識に基づくものであろう。原爆の発明は悪夢
の始まりに過ぎなかった。その後、水爆、中性子
爆弾等、恐るべき大量破壊兵器が開発され、東西
の冷戦において危機一髪の状況が続いた。さいわ
い人間はぎりぎりのところで踏みとどまり、核戦
争によるカタストロフィー（大破局）には至らな
かった。だがそれで人間性が改善されたわけでは
ない。その後も局地的な紛争において進歩した武
器が容赦なく使われ、現在でも無数の殺戮が繰り
返されている。
　一方、科学技術の進歩は我々に数限りない便宜
を与えてくれた。車、バス、電車（地下鉄）、列
車、飛行機等の交通機関は人間の移動のスピード
に根本的な変化をもたらした。またコンピュータ、
インターネット、ケイタイ、スマートフォンの発
明は人間のコミュニケーション手段を革命的に変
えた。いまや我々は世界のどこにいようとも、簡
単に誰とでもリアルタイムで交信できるのである。
科学技術の進歩は我々の日常生活を便利なものに
し、社会生活を快適なものにしている。我々の住
むこの世界は豊かな社会である。
　だがこの世界はけっして理想社会ではない。何
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故ならそこには無数とも言える問題、不均衡、破
綻があるからだ。これらの問題を人間の文化史と
いう視点からみると、とりわけ重大であると思わ
れるのは、現在世界中で進行しているグローバリ
ゼイション（世界標準化）と伝統文化（及び言
語）の衰退と消滅、またその結果起きつつある精
神の貧困ではないだろうか。世界中の小規模の伝
統文化が近代化のため消滅しつつある。日本にお
いても伝統文化は急速に忘れられつつある。その
理由は簡単で、社会生活上もはや必要ではないか
らである。進んだ技術はそれよりはるかに便利で
快適なものを与えてくれる。現代において技術は
「神」のような存在である。だがこの圧倒的な変
化の過程で、精神の退化が起きていることも忘れ
てはならない。精神の退化は同時に人間性の退化
を意味する。それは疑いもなくカバウィルの破壊
への道程である。
　マヤの思想カバウィルが現代世界においても意
味を持っているのは、以上のような理由からであ
る。現代世界は確実にカバウィルとは逆行する道
を歩んでいる。カバウィルは均衡の原理の上に成
立した叡智である。マヤ文明は精神と物質のカバ
ウィルにより成立し、カバウィルの破綻によって
滅亡した。我々はこのことを歴史の教訓とすべき
であろう。
注
ⅰ 通称『Popol Vuh、ポポル・ヴフ』、正確には
『Pop Wuj、ポップ・ヴフ』と呼ぶべきこの草稿
はマヤ･キチェー族に伝わるマヤ神話である。Pop 
Wujとは「時間の書」という意味である。18 世紀
初頭にグアテマラ、チチカステナンゴの聖トマス
教会において、フランシスコ会修道士、フランシ
スコ・ヒメネス（Francisco Ximénez）によって発
見された。第一部、第二部に分かれ、前半では双
子の英雄、フナプとイシュバランケによるマヤ文
明の建設、後半ではマヤ･キチェー族の起源と歴史
が描かれている。
ⅱ Álvarez Juárez, Victoriano, et al. 1997. Funda-
mentos de la Cultura Maya-K’iche: Interpretación 
y Estudio Científico del Libro Sagrado Pop Wuj 
Realizado por los Sacerdotes Mayas de Guatemala. 
Quetzaltenango, Guatemala: La Asociación de los 
Sacerdotes Mayas de Guatemala. を参照。
ⅲ Pop Wuj: Libro de Acontecimientos. 1979. Traduc-
ción directa del manuscrito del padre Jiménez 
por Adrián Inéz Chávez. D.F., México: Centro de 
Investigaciones Superiores del INAH, Ediciones 
de La Casa Chata. p. 2.
ⅳ 上掲書 p.2a.
ⅴ Cook, Garrett G. 2000. Renewing the Maya World: 
Expressive Culture in a Highland Town. Austin, 
Texas: University of Texas Press. pp. 195- 202.を
参照。
ⅵ Xibalbáは神話『ポップ・ヴフ』に登場するマヤの
冥界である。その住民はアッハカメー（Aj Kamé）
と呼ばれる。死の人々という意味である。だが死
者の世界であるこの世界は地上とよく似た社会構
成を持ち、おそらくは古代に存在した暴政社会が
モデルになっていると思われる。二人の大王が存
在し、殺戮と生贄による恐怖政治によって統治し
ていた。マヤ文明はこの暗愚の社会を征服するこ
とで成立する。
ⅶ 古代マヤ人は多くのカレンダーを作成したが、中
でも長期計算法（5125 年周期）、太陽暦（365 日周
期）、神聖暦（260 日周期）は最も重要なものであ
る。とりわけ神聖暦はマヤ時間思想の根源を成し
ていて、マヤ文化及び社会を導く指針として機能
してきた。神聖暦はマヤ･キチェー語でSol Ki’jま
たはChol Ki’jと言う。ユカテク語ではZolkinと言
う。
ⅷ マヤ神聖暦においては日のスピリットである 20 個
のナワールが日々交代して世界を統括する。一ヶ
月は 20 日であり、それが 13 サイクルして、260 日
で神聖暦の一年が終わる。それぞれのナワールは
複雑な意味を持っているが、要約すると付録の表
のようになる。
ⅸ Stross, Brian. 1983. Oppositional Pairing in Mesoa-
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merican Divinatory Day Names. Anthropological 
Linguistics, 25( 2)：211-273.を参照。ストロースの
指摘は興味深いが、この内部構造については必ず
しもすべてのマヤの伝統で確かめられているわけ
ではない。
ⅹ マヤの十字架はマヤ文化において独自に発達した
思想的シンボルである。むろんキリスト教の十字
架とは何の関係もない。マヤの十字架は空間とし
ての世界、つまり宇宙、物質を象徴している。こ
の十字架の起源は生命の樹（世界樹）、天空、そし
て人間である。
ⅺ グアテマラにおいてはマヤのシャーマンはAj Ki’j
と呼ばれる。キチェー語で「日を守る（管理する）
人」、「光の人」という意味である。ユカテク語で
はAh Kin（アーキン）と言う。
ⅻ Tzitteは古代マヤの聖木であったピト（Pito）の木
の実である。この赤い実はアルカロイド系の毒を
持ち、幻覚作用があると言われる。現代グアテマ
ラ・マヤのアッハキッヒ（シャーマン）は 260 個
のツイッテの実を使ってアディビナシオン(神託)
を行う。
xiii Ri Mam. 1995. Momostenango, Guatemala: Kajib’ 
No’j.参照。モモステナンゴにおけるこの新年の儀
式は世代から世代へのマヤ文化及びマヤの叡智の
継承を表している。だがこの伝統も近年において
は次第に忘れられつつあるという。
xiv Ah-waynixはチョルティ文化独特の夢の神である。
この文化においては、眠りは死に限りなく近い状
態であると考えられている。いったん眠りに就け
ば翌朝再び目覚めるという保障はない。この両性
具有神は死のナワール、チャメール（Chamer、キ
チェー語の「カメー」）と関連し、人々の生死、人
生に大きな影響力を持っている。またある種の夢
は未来を予知するものと考えられていて、人々は
朝起きると夜に見た夢について語り合うという。
xv Chu’lelはマヤ独特の概念である。古代マヤ人は人
間の血の中に根源的なスピリットが存在すると考
えた。血は聖なるものであり、古代マヤ文明にお
いて放血、生贄等の宗教祭儀が行われた。これら
はもちろん現代では存在しないが、血を神秘的な
存在とみなす文化伝統は各地に残っている。
xvi Kyakul ja Junrakan、Chip Kyakul ja、Rsh 
Kyakulja. Pop Wuj: Libro de Acontecimientos. 
1979. Traducción directa del manuscrito del padre 
Jiménez por Adrián Inés Chávez. D.F., México: 
Centro de Investigaciones Superiores del INAH, 
Ediciones de La Casa Chata. pp.3-3a.を参照。
xvii Pizom Q’aqalは神話『ポップ・ヴフ』の中で、最
初のキチェー人である四人のバラムが死出の旅に
出る時、子供たちに与えた魔法の箱である。その
中身は叡智であり、現在のマヤ文化ではツィッテ
という神具として残されている。K’anil は 20 ナ
ワールの一つで、ミルパ（トウモロコシ畑）を表
し、種まき、食料、創造性を意味する。ピソム・
カカルは人間文化の継承を、カニールは自然的存
在としての人間の継承を表している。
xviii Wukub Caquix キチェー語で「七つのコンゴウイ
ンコ」という意味である。神話『ポップ・ヴフ』
では最も古い時代の独裁者として描かれている。
その本質は「火の鳥」、つまり太陽の化身で、おそ
らくはマヤ初期の太陽神であったと思われる。名
称は異なるが、マヤ各地において類似の神々が存
在した。
xix グアテマラ現代史、マヤ民族の受難に関しては多
くの書籍が存在する。ここでは以下のものを挙げ
ておく。
 近藤敦子　1996 年　『グアテマラ現代史：苦悩す
るマヤの国』　彩流社
 Carmack, Robert M.(ed. ) .  1988. Harvest of 
Violence: The Maya Indians and the Guatemalan 
Crisis . Norman and London: University of 
Oklahoma Press.
 Perera, Victor. 1993. Unfinished Conquest: The 
Guatemalan Tragedy. Berkeley and Los Angeles: 
University of California Press.
xx Jacobo Árbenz Guzmán（1913-1971）．1951-1954
年グアテマラ大統領。任期中に当時グアテマラを
支配していたアメリカ系巨大企業、UFCO（ユナ
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イテッド・フルーツ・カンパニー）の土地を接収
するなど思い切った民主化政策を実施した。民
衆の人望が厚かったが、アメリカ（CIA）による
クーデターのため失脚し、メキシコに亡命した。
xxi Kaibiles グアテマラ内戦で活躍したグアテマラ軍
事政府のエリート特殊部隊。ジャングルでの戦闘、
拷問、殺人のプロ集団であり、悪名高い存在で
あった。
xxii 日本語の「調和」の概念はかなり「あいまい」で
ある。あるいはその「あいまいさ」が日本的な
「調和」であるとも言える。すなわち調和の本質
は「和」にあり、これは複数の異質な存在が混在
する状況で、お互いに独自性を棄てて融合し、対
立しないことを意味する。対照的にマヤ的な調
和（Armonía）の本質は均衡（Equilibrio）にある。
すべてを異質な二者の相互作用ととらえ、そこに
働く肯定と否定のエネルギーの均衡を実現しよう
とするものである。ここでは、変化の過程におい
ても、異質な存在の独自性は棄てられない。その
意味で徹底した二元論である。
xxiii ドイツ観念論哲学の完成者と呼ばれる Georg 
Wilhelm Friedrich Hegel（1770-1831）の方法論
は一般に弁証法（Dialektik）と呼ばれるが、ヘー
ゲルはこの過程が実際の歴史の中に存在している
と信じた。キリスト教的世界観に従って人間の社
会と歴史を序列化して再構築し、西欧世界の優位
性を確立した。弁証法的な発想はヘーゲルだけで
はなく、当時の多くの思想家に共通した考えで
あったが、西欧中心主義による一種の進化論で
あったとも言える。
xxiv La Cosmovisión Mayaはスペイン語であるが、こ
の用語のマヤ語による定まった表現はない。その
ままマヤ語化してLa Cosmovisión Mayab’と言う
か、あるいはRaxalaj Mayab’ K’aslemalil（マヤ・
グリーン・ライフ）などという言い方もある。ビ
クトリアーノはより哲学的に解釈して、Le Chikaj 
Mayib’（マヤの宇宙）という表現を使っている。
xxv Lidia Matzir Miculax ,  Marta et a l .  2009 . 
Cosmovisión Mayab’: Dos Tres palabras sobre sus 
principios. Reconstitución del Ser Mayab’. Serie 
Oxlajuj B’aqtun: Año Maya 5125(Mayo 2009). 
B’oko’(Chimaltenango), Guatemala: Asociación 
Maya Uk’ux B’e. P. 13.原文は
 Chasik’a’la ixim. 
 Mak’at rax taq q’ayes.
 Makamisaj taq chikop.
 Ch’uq’u la jolom.
xxvi Nicolas Tziná Reanda ニコラスはまだ 30 代前半の
若いアッハキッヒである。サンティアゴ・アティ
トランのアッハキッヒにはおどろおどろしい、呪
術的な人物が多いが、ニコラスは言語明瞭な、極
めて理知的な人であった。
xxvii Humberto Ak’abal（1952-）マヤ・キチェー族の
詩人。グアテマラ、モモステナンゴに生まれる。
キチェー語とスペイン語による一連の詩はマヤの
精神的伝統と現代における民族の苦悩を歌ったも
ので、簡潔な詩風の中に深い思索が込められ、そ
のため「魂の詩人」とも呼ばれる。1993 年刊行の
詩集Guardián de la caída de agua（『滝の守人』）
がグアテマラのEl Libro del Año（今年の一冊）に
選ばれ、その名が広く知られることになった。彼
の詩は、現在では、ドイツ語を初めとして多くの
言語に翻訳されている。
xxviii Ak’abal, Humberto. 2000. Guardián de la caída de 
agua. Segunda edición. Guatemala, Guatemala, C.A.: 
Librerías Artemis-Edinter, S.A. P.127．原文は
 Y nadie nos ve
 La llama de nuestra sangre arde,
 inapagable
 a pesar del viento de los siglos.
 Callados,
 canto ahogado,
 miseria con alma,
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 tristeza acorralada.
 ¡Ay, quiero llorar a gritos!
 ………………
xxix マヤの宇宙観については多くの著作、マニュアル、
パンフレットが存在する。マヤ人による実践的な
マニュアル、あるいは社会的提言として以下のも
のを挙げる。
 Raxalaj Mayab’ K’aslemalil=Cosmovisión Maya, 
plenitud de la vida. 2006. Guatemala, C.A.: Pro-
grama de las Naciones Unidas para el Desarrollo, 
Guatemala(PNUD).
 Ordóñez Cifuentes, José. 2008. Restitución de 
la armonía cósmica: Propuesta jurídica de los 
pueblos originales de Abya Yala. Revista de la 
Facultad de Derecho de México, 250: 245-302.
 Lid ia Matzir Miculax ,  Marta et a l .  2009 . 
Cosmovisión Mayab’: Dos Tres palabras sobre sus 
principios. Reconstitución del Ser Mayab’. Serie 
Oxlajuj B’aqtun: Año Maya 5125(Mayo 2009). 
B’oko’(Chimaltenango), Guatemala: Asociación 
Maya Uk’ux B’e.
 　また研究書としては次のものがある。
 González Mart ín ,  Juan de Dios .  2001 .  La 
Cosmovisión Indígena Guatemalteca, Ayer y Hoy. 
Estudios Sociales No. 65. Guatemala: Instituto de 
Investigaciones Económicas y Sociales, Universi-
dad Rafael Landívar.
xxx La Cosmovisión Maya Frente a La Crisis Actual
（現実の危機を前にしてのマヤの宇宙観）．13 回に
及ぶこの連続フォーラムは当時筆者が所属してい
たIMAGUAC（Instituto Maya Guatemalteco de 
Ciencia）によって 1998〜1999 年にかけて開催さ
れた。当時高まりつつあったマヤ民族文化復興運
動の機運をよく表していて、場所こそケツァルテ
ナンゴというグアテマラの一地方都市であったが、
その意図はマヤ文明の思想的遺産である「マヤの
宇宙観」がいかに現代世界の危機を救えるかとい
う積極的なものであった。
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数 ナワール 基本的な意味
1 バッツ より糸、織物、始まり、統一、家族と村の意味
2 エー 道、運命、食べ物、歯、権威、旅
3 アッハ トロモロコシ（の茎）、種蒔き、子供、家庭、家畜、豊かさ
4 イッシュ 山々、平野、大地、マヤの祭壇、ジャガー、力、エネルギー
5 ツィキン 鳥、よいこと、お金、生産、多産、幸運、自由
6 アハマック 祖父たち、死者たち、許し、力
7 ノッホ 知性、叡智、霊性、能力、理性、芸術
8 ティハッシュ 苦しみ、苦痛、病気、危険、両刃の刃、雷（稲妻）
9 カウーク 雨、守護霊、稲妻、権威の棒、聖なる火と声の二元性
10 アッハプ 太陽、フナプ、説教者、霊性、ヴィジョン、よいこと、悪いこと
11 イモッシュ 水、海、不穏、争い、狂気、生産
12 イック 空気、自然、世界、祭壇
13 アカバル 曙光、オーロラ、夜明け、暗さ、生命の刷新
1 カット 火、網、正義、抑圧、囚われ、存在の中心、生命の継続
2 カン 蛇、ククマッツ、大地、尊敬、真実、黄色い地平線
3 カメー 死者の日、死、喜び、再生、静寂、よい行い
4 キエッヒ 鹿、力、労働、基本方位、聖なる棒
5 カニール 種蒔き、トウモロコシの種、食べ物、芽吹き、創造
6 トッホ 病気、苦痛、供物、罰、罰金、エネルギー、光
7 ツィ 犬、遊び、友情、権威、貞節、不倫、出産
付録： 20 ナワールと基本的な意味 
（筆者作成：ナワール名はマヤ･キチェー語を使用した。）
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